
 

 

 

 

 

  

  

安安 全全 報報 告告 書書  
－－  ２２００１１６６  －－  

【【  鉄鉄  道道  】】  
  

   

   
   

       

この安全報告書は、平成 27 年度に実施した当社鉄道輸送の安全確保のための取り組

みや安全の実態を取りまとめたものです。皆様のご意見･ご感想をお寄せ下さい。 
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【アルピコグループ経営理念】 

アルピコグループは、 

信州に暮らす人々とその素晴らしい自然環境を愛し 

「安全・安心」「便利」「快適」 

「楽しさ・ときめき」「知識」の提供を通じて 

豊かな地域社会の実現に貢献します。 
 

 

■ ごあいさつ（安全報告書の公表にあたって） 

日頃は鉄道上高地線をご利用いただきまして誠にありがとうございます。 

また弊社事業に対しご理解とご協力を賜り重ねて御礼申し上げます。 

私共は、常に「地域の皆様に愛される鉄道」を目指し、お客様が安心し

てご利用いただけるよう様々な取り組みを行っております。 

この報告書は鉄道事業法第１９条の４に基づき、平成２7 年度に実施し

た弊社の安全管理の取り組みや実態について自ら振り返るとともに、皆様

に広くご理解いただくために公表するものです。 

皆様方の声を輸送の安全に役立てるため、率直なご意見を頂戴できれば

幸いです。 

 

 

 

 

 

 

アルピコ交通株式会社 代表取締役社長 

古田 龍治 
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１．輸送の安全確保に関する基本的な考え方 

アルピコ交通では、当社の経営理念でもある「安全・安心」なサービスの提供を第一に

考え、輸送の安全を確保するための基本的な姿勢を示した「安全基本方針」及びその行動

の基本となる「安全行動規範」を定め、役職員に周知・徹底し、安全輸送に努めています。 

 

（１）安全基本方針 

安全第一の意識をもって事業活動を行える体制の整備に努めるとともに、鉄道施設、

車両及び職員を総合活用して輸送の安全を確保します。 

 

（２）安全行動規範 

① 一致協力して輸送の安全確保に努めること。 

② 輸送の安全に関する法令及び規程をよく理解するとともにこれを遵守し、厳正、

忠実に職務を遂行すること。 

③ 常に輸送の安全に関する状況を理解するよう努めること。 

④ 職務の実施に当たり、憶測に頼らず確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全

と思われる取扱いをすること。 

⑤ 事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、すみやかに安全適

切な処置をとること。 

⑥ 情報は漏れなく迅速、正確に伝え、透明性を確保すること。 

⑦ 常に問題意識を持ち、必要な変革に果敢に挑戦すること。 

 

（３）平成２７年度の目標・方針・安全重点施策 

平成２７年度は次の目標・方針・安全重点施策を掲げ、全従事員に周知して目標達

成に向け取り組みました。 

◎目標：有責事故 0、インシデント 0 の達成 

◎方針：全従事員一人ひとりが安全確保の為に何をすべきかを再確認して、それぞ

れが責任を強く意識し業務を遂行します。 

◎安全重点施策 

「安全文化の創造」「安全管理体制の充実」「安全性向上施策の推進」を掲げ、

事故防止及び安全確保のための教育・訓練の実施、コミュニ―ケーションを密に

した風通しの良い風土作り、PDCA サイクルのスパイラルアップによる安全管理

体制の確立、施設設備の計画的な更新等の施策に取り組みました。 
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２．安全管理体制 

（１）安全の確保に関する体制 

当社では、社長をトップとする安全管理体制を構築・運用しています。この組織体

制の中で、社長や安全統括管理者、各管理者等の責務を明確にしたうえで、各々が安

全確保のための役割を担っています。 

 

    ＜ 安全管理体制図 ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  （２）各管理者等の役割 

責任者 役     割 

社 長 輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 

鉄道事業部長 
安全統括管理者と一体となり、輸送の安全の確保に関す

る業務を統括する。 

安全統括管理者 輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

運転管理者 
安全統括管理者の指揮の下、運転に関する事項を統括す

る。 

施設・車両管理者 
安全統括管理者の指揮の下、施設・車両に関する事項を

統括する。 

乗務員指導管理者 
運転管理者の指揮の下、運転士の資質の保持に関する事

項を管理する。 

人事管理者 要員計画を検討する。 

経理管理者 予算計画、投資計画を検討する。 

鉄道事業部長 

総合企画本部長 役  員 

乗務員指導管理者 

社  長 

運転管理者 施設・車両管理者 

安全統括管理者 

経理管理者 人事管理者 
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（３）経営責任者による職場巡視 

経営責任者による職場巡視を定期的に行い、安全

管理体制の状況を確認するとともに、現業職員との

意見交換を実施してコミュニケーションを図ってい

ます。 

 

 

 

 

（４）運輸安全マネジメント推進会議 

鉄道運輸安全マネジメント推進会議を四半期ごと

に開催し、輸送の状況や運転事故・輸送障害・ヒュ

ーマンエラー・ヒヤリハット事案について討議する

とともに、四半期毎の安全重点目標を周知すること

により、安全管理を行っています。 

 

 

 

（５）内部監査の実施 

安全管理体制の適合性及び有効性を確認するため、

経営管理部門及び現場部門に対する内部監査を実施

しています。 

平成２７年度は、社長及び安全統括管理者等の経

営管理部門に対しインタビューによる監査を実施し

た他、現場各部門についてはインタビュー及び関係

書類の監査を実施しました。 

 

車 両 担 当 

 
経営責任者による職場巡視 

 
現場部門に対する内部監査 

 
運輸安全マネジメント推進会議 
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３．事故・障害に関する報告 

（１）鉄道運転事故 

平成２７年度、鉄道運転事故の発生はありませんでした。 

年 度 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 

事故件数 ０ ２ ０ 

死傷者 ０ ０ ０ 

うち死亡者 ０ ０ ０ 

  ※平成２６年度の事故２件については、自動車運転手の不注意により警報動作・し

ゃ断中の踏切内へ進入したことにより、通過中の列車側面へ衝撃したものです。 

 

（２）輸送障害 

平成２７年度は、輸送障害が３件発生しました。 

ご利用のお客様には大変ご迷惑をおかけしたことを深くお詫び申し上げます。 

項 目 件 数 輸送障害の内容 

設備障害など ３ ○平成２７年６月２０日、雷害により信濃荒井～

新村間の信号制御が不能となったことにより、

一部の列車に遅れや部分運休が発生しました。 

 

○平成２８年１月２４日、三溝駅にて車両故障が

発生し、一部の列車に遅れや部分運休が発生し

ました。 

 

○平成２８年１月３０日、前日より施工されてい

た変電所更新工事の遅延により、一部の列車に

遅れや運休が発生しました。 

 

（３）インシデント（事故の兆候） 

インシデントの発生はありませんでした。 

 

（４）行政からの指導 

国土交通省からの行政指導はありませんでした。 

 

（５）列車妨害等の発生 

列車妨害行為の発生はありませんでした。 
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４．安全確保のための取り組み 

（１）踏切道の安全対策 

上高地線内の踏切数は５４箇所あり、踏切の種別内訳は下記のとおりです。（平成

２８年３月３１日現在） 

・第１種踏切道（警報機・遮断機付き） ４７箇所 

・第３種踏切道（警報機付き）      １箇所 

・第４種踏切道（警報機・遮断機無し）  ６箇所 

当社では、踏切道の安全対策として下記の取り組みを行っております。 

 

① 踏切支障報知装置の設置 

万が一の際、列車運転士へ踏切の異常を通報する「踏切支障報知装置」を順次

設置しています。平成２７年度は４箇所の踏切に設置しました。 

・平成２７年度末 踏切支障報知装置設置踏切数・・・１２箇所 

     
踏切支障報知装置 

踏切内及びその周辺で異常・非常事態が発生した際は、踏切支障報知装置の

「非常ボタン」を強く押してください。 

なお、踏切支障報知装置が未設置の踏切内で異常・非常事態が発生したときは、

すみやかに新島々駅【TEL 0263-92-2511】までご連絡をお願いいたします。 

 

② 踏切障害物検知装置の設置 

交通量の多い踏切道７箇所に、踏切内の支障物等を自動的に検知し、列車に対

して停止信号を出す「踏切障害物検知装置」を設置しています。 

   
ミリ波式踏切障害物検知装置      赤外線式踏切障害物検知装置 

点滅して列車に異常を知らせます 
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③ 全方向型警報灯の設置 

踏切警報灯の視認性を向上するため、多方向から確認できる「全方向型警報灯」

の導入を進めています。 

      
従来の警報灯               全方向型警報灯 

 

④ その他の安全対策 

自動車の運転手が遠くから踏切警報灯の点滅を確認できる「オーバーハング型警

報灯」の設置や遮断かんに「反射材付垂れベルト」を取り付けて踏切の遮断状態

を知らせる等、安全対策を講じています。 

    
オーバーハング型警報灯          反射材付垂れベルト 

 

（２）設備の整備  

 

① 変電所の更新 

上高地線には、電力会社より交流６，６００Ｖを受電して電車の動力源となる直

流１，５００Ｖに変換する変電所が２箇所設けられており、そのうち新村変電所

を平成２７年度に更新しました。 

      
更新前                     更新後 
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② 電柱の更新 

電車に電気を供給する電線類を支える電柱について、木製からより強度の高い

コンクリート製への建替えを行っています。平成２７年度は、７箇所の電柱をコ

ンクリート柱に更新しました。 

       
建替前                      建替後 

 

③ 車両の定期検査 

電車は定期的に検査を行う必要があります。平成２７年度は、２編成４両の「全

般検査」を実施しました。 

   
輪軸整備             主電動機（モーター）整備 

 

   
電動発電機整備             空気圧縮機整備 
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④ パンタグラフ融雪設備の新設 

降雪時、長時間電車を停車しておくと屋根

上に雪が積もり、パンタグラフに不具合を生

じることがあります。 

この不具合を防止するため、新島々駅構内

に遠赤外線によって雪を融かす「パンタグラ

フ融雪装置」を新設しました。 

 

⑤ 照明のＬＥＤ化 

駅ホーム等の照明について、夜間におけるホーム上での事故を防止するため、蛍

光灯や白熱電球等を使用した照明から、より照度の高いＬＥＤ照明への交換を進め

ています。 

平成２７年度は、松本駅や大庭駅等の照明をＬＥＤに交換しました。 

      
松本駅                 大庭駅 

 

（３）ホームからの転落防止 

列車停車中、ホーム上から誤って車両間に転

落する事故を防止するため、全車両に転落防止

用外幌を設置しています。 

 

 

 

 

（４）自動体外式除細動器（ＡＥＤ）の設置 

お客様の救急救命活動を円滑に行うため、自

動体外式除細動器（ＡＥＤ）を新島々駅及び波

田駅に設置しています。 

急病のお客様を見かけましたら、お近くの駅

員または乗務員にお知らせください。 

 

 

 
自動体外式除細動器（可搬式） 

転落防止用外幌 

 
パンタグラフ融雪装置 

ＬＥＤ化 

ＬＥＤ化 

自動体外式除細動器（ＡＥＤ）とは、コンピューターを利用し

た医療機器であり、心臓が止まった方に電気ショックを与え、

正常な心臓の動きを取り戻させる機器です。 
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（５）各種教育・訓練の実施 

異常発生時等に適切な対応ができるよう、様々な異常事態を想定した訓練を実施し

ています。平成２７年度は、テロ発生及び不審物発見時対応訓練、地震対応訓練、車

両故障対応訓練、踏切保安設備取扱訓練等を実施しました。 

施設保守部門では、協力会社を含めた合同安全講習会を開催し、事故や労働災害等

の事例研究を行い事故防止に努めています。 

    
車両故障対応訓練             合同安全講習会 

 

（６）各安全運動への取り組み 

・春の全国交通安全運動        平成 27 年 5 月 11 日 ～ 5 月 20 日 

・安全輸送・サービス向上強化旬間       8 月 8 日 ～ 8 月 17 日 

・秋の全国交通安全運動              9 月 21 日 ～ 9 月 30 日 

・年末年始の輸送に関する安全総点検    12 月 10 日 ～ 平成 28 年 1 月 10 日 

 

各安全運動を契機に、従業員一人ひとりが各職場で何をすべきかを再考すること

で、輸送の安全性の向上に努めるよう意識の高揚を図りました。 

また、各安全運動中は経営責任者が職場を巡視し、実施状況の確認や指示を行い

ました。 

各運動中の主な取組事項は、次のとおりです。 

・テロ、列車妨害防止対策による車両、施設、沿線の巡回強化 

・車両、線路設備、構造物、電気設備の点検整備 

・利用客乗降時の監視等安全確保の徹底 

・確実かつ厳正な点呼執行（健康状態、アルコールチェック、指示事項） 

・規程類の学習、非常・故障訓練の実施 

・基本動作の再確認及び徹底 

・経営責任者による職場巡視 
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（７）ヒューマンエラーやヒヤリハットに対する取り組み 

ヒューマンエラーやヒヤリハットが発生した際は、関係者より報告書の提出を求め

て情報共有するとともに、鉄道運輸安全マネジメント推進会議において同種事案の再

発防止対策を検討しています。今後もヒヤリハット等の情報を幅広く収集し、事故の

未然防止に向け取り組んでいきます。 

（事例）運転士からのヒヤリハット情報 

・ドアの開扉方向が変わる駅で、反対側のドアを開けそうになりました。 

（対策）当該駅のホームに、ドアの開扉方向を示す看板を設置しました。 

                          
対策前                   対策後 

 

（８）乗務員の健康管理体制 

乗務員は乗務前に点呼を行っており、点呼執行者から乗務員に対し指示・伝達を行

う他、健康状態の確認やアルコール検知器による呼気測定を実施しています。また、

管理者が列車に添乗して指差喚呼等基本動作の実施状況や運転技能、接客態度等を確

認し、資質の維持向上に努めています。 

      

   
点呼時のアルコールチェック       管理者による添乗指導 

http://www.google.co.jp/url?sa=i&rct=j&q=&esrc=s&source=images&cd=&cad=rja&uact=8&ved=0ahUKEwjItr-bg6_PAhXDFpQKHc9dAeAQjRwIBw&url=http://www.panoramio.com/photo/35272625&psig=AFQjCNG5x1nGJhqs6B2j6wrAlO0N7BhuCg&ust=1475047744249462
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５．ご利用のお客様、沿線の皆様との連携とお願い 

（１）鉄道に親しみを持っていただくために 

日頃鉄道をご利用頂いているお客様や地域の皆様への感謝とともに、鉄道に対する

ご理解を一層深めていただけるよう、地域の皆様や地元警察にご協力いただき、毎年

３月に新村車両所にて「上高地線ふるさと鉄道まつり」を開催しています。 

   
除雪車両の展示          電車内プラレールコーナー 

   
地元警察と連携してのＰＲ活動 

 

（２）事故防止等への取り組み 

交通安全と列車妨害行為の禁止についての啓発を目的として、沿線学校にご協力を

頂き、当社職員が学校へ出向いての安全講和を実施しています。 

また、平成２７年度は松本地域公共交通協議会との共催により、小学生を対象とし

た「電車の乗り方教室」を開催し、参加されたお子様に事故防止や乗車マナー等の呼

びかけを行いました。 

          
           沿線学校での安全講和         電車の乗り方教室 
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（３）テロや列車妨害行為等防止へのご協力とお願い 

当社では、テロやいたずら行為の防止を目的とし

て、列車内・駅構内・沿線の巡回を強化する等によ

り鉄道輸送の安全確保に努めています。 

不審物や不審者等を見かけたときは、鉄道係員又

は警察へ通報をお願いいたします。 

また、線路への置石や物の放置、列車への投石等

の列車妨害行為は、列車脱線事故や非常ブレーキに

よる車内事故が発生するおそれがあるほか、警察に

よる現場検証等により列車の運休や遅延が発生し、

多くの皆様へのご迷惑となりますので、絶対におや

めください。 

 

（４）こども１１０番の駅 

当社では、日本民営鉄道協会等と連携し、登下校時

等の安全を確保するため、助けを求めてきた子供を保

護する「こども１１０番の駅」の取り組みを行ってい

ます。 

「こども１１０番の駅」実施駅 

■波田駅 

■新島々駅 

 

 

（５）踏切通行時のお願い 

毎年、踏切への無理な進入による遮断かんの折損や踏切内での停滞等が発生してい

ます。踏切事故防止のため、道路交通法に則り踏切の手前では必ず一旦停止の上、左

右を確認していただくとともに、警報機が鳴り始めましたら踏切内へ進入しないよう

皆様のご協力をお願いいたします。 

踏切内及びその周辺で異常・非常事態が発生し

た際は、踏切支障報知装置の「非常ボタン」を強

く押してください。 

なお、踏切支障報知装置が未設置の踏切で異

常・非常事態が発生したときは、すみやかに新

島々駅【TEL 0263-92-2511】までご連絡をお願

いいたします。 

 

Ⓒ2009 Gullane(thomas)Limited 

 

 

 
踏切内での停滞 

 

 
デジタルサイネージによる啓発 
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（６）線路へ接近しての作業 

鉄道線路沿いには高圧電線等が架設されており、電線に接触すると人命にかかわる

ほか列車の運休や遅延等が発生し、多くの皆様へのご迷惑となります。また、感電事

故だけでなく線路脇物品の倒壊や鉄道施設の損傷等により、列車の運行に多大な支障

をきたす恐れがあります。 

上高地線の近くでの工事をご計画される施主・施工者の皆様におかれましては、お

早めにアルピコ交通㈱鉄道事業部【TEL 0263-26-7311】までご連絡下さいますよ

う、宜しくお願い申し上げます。 

 

（７）安全確保のための作業 

鉄道の安全を支えていくためには、施設・設

備の日常のメンテナンスが不可欠であり、列車

を運行していない夜間等に作業を行うことがあ

ります。 

それらの実施により沿線の皆様にはご迷惑を

お掛けする場合がございますが、鉄道の安全確

保に欠かせない作業であることをご理解いただ

きますとともに、何卒ご協力を賜りますよう、

宜しくお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

■安全報告書へのご意見等について 

安全報告書へのご感想、当社の安全への取組み等に対するご意見をお寄せください。 

下記の他、駅窓口や列車内に備付けの「お客様の声はがき」でも承っております。 

 

アルピコ交通株式会社 鉄道事業部 

TEL. ０２６３－２６－７３１１（直通） 

■８：４５～１７：３０ （土日祝日を除く） 

E-mail matsuden-tetsudo@alpico.co.jp 

 

 
夜間軌道整備作業 


